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１１１１．．．．目的目的目的目的        

 近年，首都圏を中心にロングレール化が進み，軌道における弱点

箇所の一つである継目は減少傾向にある．しかし地方線区では，定

尺区間を抱える区間が数多くあるのが現状である．定尺区間では，

継目を起因とした軌道変位や列車動揺が発生し，軌道管理上課題と

なっている．本稿では，定尺区間の弱点である継目落ちを効果的に

補修する方法として，MTT を活用し，新たな施工方法である継目部

周辺のみの突き固め（以下：とら突き固め）を施工し，定尺区間に

おける MTT 投入方法及び投入周期について検討した(図-１)． 

 

２２２２．．．．検討検討検討検討内容内容内容内容    

２２２２．．．．１１１１    施工実施箇所施工実施箇所施工実施箇所施工実施箇所及及及及びびびび当該線区当該線区当該線区当該線区のののの現状現状現状現状    

○JR東日本 千葉支社管内 東金線【４級線】 

【延長：13k770ｍ，定尺，砕石，PC・木まくらぎ混合】 

○年間 MTT 投入回数：軌道破壊理論の軌道変位進みを表す S式 

から現状維持に必要な回数 

⇒ S＝2.09×10
-3

・T
0.31

・V
0.98

・M
1.10

・L
0.21

・P
0.26

 

上記式により，東金線 年間 MTT 投入回数及び延長を算出す

ると，投入回数約 7回，施工延長約 6.4ｋｍとなる．しかし現

状は，東金線の軌道状態を維持するために，年間約 1.5～2倍程度の MTT を投入している実態がある． 

○列車動揺発生原因：過去 3 年間の東金線における列車動揺発生原因を調査したところ，約 60％が継目落

ちを起因とした列車動揺であることが分かった(図-2)．  

これらの現状を踏まえ，定尺区間の弱点箇所である継目部周辺のみを突き固めることで施工延長を確保し，

年間 MTT 投入回数(約 7回)のみで，現状維持出来るかを検討する． 

２２２２．．．．２２２２    施工方法施工方法施工方法施工方法のののの検討検討検討検討    

○継目部突き固め本数の検討：過去の人力施工による継目落ち補修延長を調査すると，継目まくらぎ前後 3

～4 本 (延長：約 4.7～6.0ｍ)による施工が最も多い結果であった．その結果から MTT によるとらつき固

め本数を 7本及び 9本とした． 

○継目部突き固め施工方法：以下の 5 パターンについて検証し，施工方法の選定をすることとした．  

  ①相対基準(3本)⇒継目部(2度突き)⇒カラ突き(3 本) 【全 7本】 

  ②相対基準(4本)⇒継目部(2度突き)⇒カラ突き(4 本) 【全 9本】 

  ③相対基準(5本)⇒継目部(2度突き)⇒カラ突き(5 本) 【全 11 本】 

④ミドルで継目部こう上量算出後 2度突き⇒後退⇒継目まくらぎ前後 3 本カラ突き 【全 7 本】 

  ⑤ミドルで継目部こう上量算出後 2度突き⇒後退⇒継目まくらぎ前後 4 本カラ突き 【全 9 本】  

 キーワード MTT，継目落ち，定尺区間，とら突き固め 

連絡先     〒260-8551  千葉県千葉市中央区新千葉 1丁目 3番 24 号           ＴＥＬ043-225-9145 

図-1 MTT(プラッサー ０９－１６型) 

図-2 動揺発生原因 
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３３３３．．．．施工施工施工施工結果結果結果結果     

３３３３．．．．１１１１    施工実績施工実績施工実績施工実績    

通常 MTT 施工による平均施工延長：約 800～900ｍ/回 

とら突き固めによる平均施工延長：約 1650ｍ/回 (MAX 2000ｍ/回) ※１時間あたり 600ｍ程度 

平成 23 年度 東金線 MTT 投入実績 計 12 回(とら突き固め 5 回) 

３３３３．．．．２２２２    施工結果施工結果施工結果施工結果検証検証検証検証    

        現在，各施工方法について軌道変位データ推移を検証中

である．本稿ではパターン②について検証した結果を報告

する． 

３３３３．．．．３３３３    施工前後施工前後施工前後施工前後におけるにおけるにおけるにおける高低高低高低高低変位変位変位変位のののの推移推移推移推移    

軌道検測車により測定した高低変位データから，とら突

き固め施工箇所の継目部周辺(継目部中心 6m)を抽出し，施

工前，施工後（2，6，8，12 ヶ月）を比較して近似線によ

り高低変位の推移を評価した(図-3)．施工前をy=xとして，

施工後の傾きが小さいほどMTT施工後の高低変位が改善さ

れていることを示す．この傾きを MTT 施工後の高低変位の

改善度と定義すると，施工後日数の経過とともに徐々に改

善度が 1 に近づき，施工前の軌道状態に戻っていることが

確認出来る． 

  高低変位改善度の推移より近似線を求め，施工前の軌道

状態に戻るまでの経過月を推測した．その結果，東金線に

おける現状維持に必要な MTT とら突き固め投入周期は，約

14～15 ヶ月であることを確認することが出来た(図-4)． 

 

４４４４．．．．考察考察考察考察        

施工方法②において高低変位の推移を確認した結果から，

現状維持に必要とされる東金線の年間MTT回数約7回(約6.4

ｋｍ)で管理することを想定すると，とら突き固めの効果が

14～15 ヶ月であることから，7 回全てをとら突き固めで施工

(1 回あたり約 2000ｍ施工)すれば，東金線全線(延長：13ｋ

770ｍ)を施工することが出来る.この結果，例年の半分程度

の施工回数で維持管理が可能であると考える．  

過去 3 年間の東金線全線平均の線路状態管理指標 P 値

（42.6）が，平成 23 年度は大きく良化(40.5)する結果とな

った(図-5)．これは，とら突き固めにより総施工延長が伸び

た結果だと考えられる．今回の検討結果から，年間施工回数を例年通り 1.5～2 倍とし，とら突き固め施工を

組み合わせて実施していくことで，軌道状態の更なる良化に繋がると考察する． 

今後，各施工パターンについて検証し，最適な施工方法を確立していく．同時に施工実績を重ね，検証デー

タの信頼性を高めていく． 
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図-4 高低変位改善度の推移 

MTT施工後　高低変位改善度の推移
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図-3 MTT 施工前後 高低変位の推移 
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